若きショーペンハウアーはなぜ根拠律を論じたか（第１回）──「カント『人倫の形而上学』研究ノート」から考察する by 伊藤 貴雄 & Takao ITO













彼の処女作＝学位論文『根拠律』Ueber die vierfache Wurzel des Satzes vom 
zureichenden Grunde, 1813. であることは論を俟たないが，そもそもなぜ彼が
根拠律を論じたかについては，不思議なくらいほとんど問われたことがない。
『ショーペンハウアー全集』全 7 巻（Brockhaus），および『遺稿集』全 5 巻
（Waldemar Kramer）を編纂したアルトゥーア・ヒュプシャーは，筆者の知る
限り，この問題に言及した数少ない一人である。彼の代表的業績である『時
流に抗う思想家』Denker gegen den Strom, 1973. は，『根拠律』執筆直前のショー
（ 38 ）
ペンハウアーについて次のように解説している。ショーペンハウアーの「カ

























































































文「根拠の本質について」“Vom Wesen des Grundes,” 1929. において，根拠
律こそは 18世紀中頃から 19世紀初頭までのドイツ思想界をいわば通奏低音
のごとく貫く重要主題であったと指摘している。
「根據の問題はライプニッツによって充足根據律 principium rationis 
sufficientis の問題の形で世に知られるにいたった。クリスチャン・アー・
クルシウスがその『決定根據律ないしいわゆる充足根據律の適用と限界
とについての哲学的論文』Dissertatio philosophica de usu et limitibus 
principii rationis determinantis vulgo sufficientis（1743）において最初に「根
據律」“Satz vom Grunde”を主題的に取り扱った。そしてショウペンハ
ウエルはその学位論文『充足根據律の四根』“Ueber die vierfache Wurzel 



















ら出発して』Metaphysische Anfangsgründe der Logik im Ausgang von Leibniz, 
Vorlesung von 1928. や，『カントと形而上学の問題』Kant und das Problem der 
Metaphysik, 1929. など複数のカント論，『ドイツ観念論（フィヒテ，シェリング，
ヘーゲル）と現代の哲学的問題状況』Deutsche Idealismus (Fichte, Schelling, 
Hegel) und die philosophische Problemlage der Gegenwart, Vorlesung von 1929.，
『人間的自由の本質についてのシェリングの論文（1809 年）』Schellings 





















ルノカトイウ理由ナシニハ何モノモ無イ〈nihil est sine ratione cur sit〉，
というのではなくて，ナゼムシロ有ルノデアッテ無イノデハナイノカ
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』〔eher als〕ということの原理


































彼が論文を準備していたベルリン大学在籍期間（1811 年秋～ 1813 年春）の遺
若きショーペンハウアーはなぜ根拠律を論じたか── （ 45 ）
稿を中心に読解することになる。すなわち，『遺稿集』第 1巻「初期草稿集







草稿 20である（1811 年 9月，ハルツ山上での手記）。この草稿からは彼がカント
を念頭に「根拠」に言及していることが伺えるので，本稿でもカント研究ノー
トから検討を開始することにしよう。









4 4 4 4
感情によって
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若きショーペンハウアーはなぜ根拠律を論じたか── （ 47 ）
言命法》である──「君の意志の格律が，いつでも同時に普遍的立法の原理
として妥当しうるように行為せよ（Handle so, daß die Maxime deines Willens 






（1811 年秋～ 1812 年作成，『遺稿集』第 2巻所収）からそのことが窺える。また，
そこで着想されたカント倫理学批判は，処女作『根拠律』においてのみならず，



























りうるように行為せよ”（Handle so daß die Maxime deines Handelns sich zu 
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「叡知的根拠
4 4 4 4 4
」ではなく
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「経験的根拠
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を介してだけ行われ
るならば，したがって人間愛から


































第 2部第 1篇第 1巻「自分自身に対する完全義務について」に対するコメン
トを見てみよう。もちろんここでもショーペンハウアーは批判の矛先を鈍ら
せてはいないのだが，あくまでそれはカント二元論に立脚してのカント倫理













































若きショーペンハウアーはなぜ根拠律を論じたか── （ 53 ）
　上記引用文と同様の見解は，その後の草稿群にもしばしば登場する。一例































































































Schopenhauer, Arthur.  Schopenhauer Sämtliche Werke.  Hrsg.von A.Hübscher. 7Bde. 
Wiesbaden: F.A.Brockhaus, 1972. (=SW)
── Der handschriftliche Nachlaß.  Hrsg.von A. Hübscher. 5Bde. Frankfurt am Main: 
Kremer, 1966-1975. (=HN)
── Die Welt als Wille und Vorstellung.  Faksimiledruck der ersten Auflage von 1819
［1818］．Frankfurt am Main: Insel, 1987. (=EA)
Kant, Immanuel.  Kants gesammelte Schriften.  Hrsg.von der K?niglich Preu?ischen 
Akademie der Wissenschaften. (=KS)











（１）Arthur Hübscher,  Denker gegen den Strom: Schopenhauer: Gestern─ Heute─















若きショーペンハウアーはなぜ根拠律を論じたか── （ 57 ）
（８）根拠律はハイデッガーの生涯をかけた主題の一つであったといってよいが，晩年























（11）正確にはカントの原文は“Handle so, daß die Maxime deiner Handlung ein 
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，理論理性と同様
4 4 4 4 4 4 4
，あらゆる経験にとっての必然
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（Muß）を規定し
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ているからである
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。［…］理性
4 4
であることを欲するならば，その個人は理論理性と
しては俗人となり，実践理性としては悪人となる」（HN 1, 23）。
（16）石川澄雄『シュタインと市民社会──プロイセン改革小史』御茶の水書房，1972
年，274 頁。
（17）後年『意志と表象としての世界』第 62 節で，これとほぼ同様の国家観が展開さ
れる。
